
 
日本比較文化学会 関西・中部・関東支部合同大会 プログラム 

 

開 催 日：2019 年 2 月 9 日（土）13:00～17:50 

開催場所：東京未来大学 A 棟 204/303/402 教室  

司会：郭 潔蓉（東京未来大学） 

 

（１） 開会の挨拶 A 棟 301 教室にて 関西支部長 山内 信幸（同志社大学） 

中部支部長 白鳥 絢也（常葉大学） 

（２） 研究発表第（13:10～17:45）    ※発表(25 分)・質疑応答(5 分)計約 30 分とします。 

 

－セッション A：A 棟 204 教室－ 

司会：     

１． 木下 哲生（関東支部）                      （13:10～13:40） 

防衛大学校 准教授 

発表題目：日本語のやりもらい表現に見るウチとソト 

 

２． 川里 卓（関西支部）                     (13:45～14:15) 

名古屋大学大学院人文学研究科 博士課程後期 

発表題目：小林秀雄批評における解釈の対象は何か 

              ードストエフスキー『罪と罰』論の考察を通してー 

 

３． 向野 康江（関東支部）                    (14:20～14:50) 

茨城大学 教授 

発表題目：大正初期の子ども達による手づくり雑誌形成の時代相 

ー向野堅一家の『骨肉』分析に先立ってー 

 

－（休憩・移動 14:50～15:00）－ 

 

生活・文化研究部会および関西・中部・関東支部合同例会の共同開催 

「画像解析を取り入れた印象評価分析ツールの体験ワークショップ」 

A 棟 402 教室にて （15:00～15:50） 

森崎 巧一（京都経済短期大学 教授）・高木 亜有子（湘北短期大学 准教授） 

 

－（休憩・移動 15:50～16:00）－ 

 

司会：     

４． 髙橋 強（関東支部）                     （16:05～16:35） 

東海大学 准教授 

     発表題目：動機づけに関する一考察：小学校英語教育を例として 

 

５． 松家 鮎美（中部支部）                      (16:40～17:10) 

岐阜女子大学 講師 

発表題目：幼稚園英語教育についての一調査 

ー教育効果に及ぼすネイティブ講師の指導と担任のサポートー 

 

６． 吉田 好美（関東支部）                            (17:15～17:45) 

早稲田大学 講師 

発表題目：LINE における断りの構造についての一考察 

 



        

－セッション B：A 棟 303 教室－ 

 

司会：      

１． 長田 元（関東支部）           （13:10～13:40） 

宇都宮大学大学院 博士後期課程 

発表題目： インフラ活用と地域文化振興に関する考察 

－金沢港振興と港湾周辺地域活性化に向けた取組みを中心に－ 

 

２． 郭 珺（関東支部）                       (13:45～14:15) 

法政大学人文科学研究科 博士後期課程 

発表題目：コミュニタリアニズムの限界を乗り越える  

ー梁漱溟の郷村建設論と江渡狄嶺の「場」論との比較を通じてー 

 

3. 熊谷 摩耶（関東支部）                             (14:20～14:50) 

       湘北短期大学 講師 

       発表題目：16-18 世紀の西洋人たちの記録にみる「籠居」する中国女性 

 

 

－（休憩・移動 14:50～15:00）－ 

 

生活・文化研究部会および関西・中部・関東支部合同例会の共同開催 

「画像解析を取り入れた印象評価分析ツールの体験ワークショップ」 

A 棟 402 教室にて （15:00～15:50） 

森崎 巧一（京都経済短期大学 教授）・高木 亜有子（湘北短期大学 准教授） 

 

－（休憩・移動 15:50～16:00）－ 

 

司会：      

4. 川﨑 瑞穂（関東支部）                         （16:05～16:35） 

神戸大学 日本学術振興会特別研究員 PD 

発表題目：アニメ・映画における「線路」の間テクスト性 

 －境界線？逃走線？それとも世界線？－ 

 

5. 向野 正弘（関東支部）                    (16:40～17:10) 

県立所沢西高等学校 教諭・向野堅一記念館 館長 

発表題目：宮川五郎三郎の朝鮮統治策・経済策批判 

－『建白書』（大正十二年・一九二三年）の考察－ 

 

6. 塚本 美穂（中部支部）                    (17:15～17:45) 

東京経済大学大学院 博士課程 

発表題目：メキシコ壁画運動における画風と影響 

              

（３）例会閉会の辞 A 棟 204 教室にて 関東支部長 近藤俊明（東京未来大学） 

以上 

※合同例会終了後、北千住駅徒歩 2 分・「Kichiri （きちり）Garden Table（足立区千住 3-77 きたテラス 4F 

：03-4588-6344）」にて懇親会（4000 円程度）を行います。皆さんのご参加をお願い申し上げます。 


